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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質はペキシンファミリーに属します。血清および組織中に存在し、細胞接着と伸展を促進し、終末細胞溶解性補体経路による膜損傷作用を阻害し、いくつかのセルピンセリンプロテアーゼ阻害因子と結合します。分泌タンパク質であり、一本鎖型、またはジスルフィド結合によって連結された二本鎖型で存在します。[RefSeq提供、2008年7月],ドメイン：SMBドメインはSERPINE1/PAI1との相互作用を媒介します。ヘパリン結合ドメインはインスリンとの相互作用を媒介します。,機能：ソマトメジンBは、プロテアーゼ阻害活性を有する成長ホルモン依存性血清因子です。,機能：ビトロネクチンは、血清および組織中に存在し、細胞接着および伸展因子です。ビトロネクチンはグリコサミノグリカンおよびプロテオグリカンと相互作用します。インテグリンファミリーの特定のメンバーによって認識され、細胞と基質との接着分子として機能します。終末細胞溶解性補体経路の膜損傷効果の阻害剤。,PTM:活性SMBドメインには、かなりのジスルフィド結合の不均一性または変動性が許容される可能性があることが示唆されているため、3D構造に基づいて2つの代替ジスルフィドパターンが、両方で保存された1つのジスルフィド結合とともに記述されています。,PTM:N-およびO-グリコシル化されています。,PTM:Thr-69およびThr-76のリン酸化は、細胞接着と拡散に有利に働きます。,PTM:2つのチロシン残基が硫酸化されています。,類似性:1つのSMB（ソマトメジン-B）ドメインを含みます。,類似性:4つのヘモペキシン様ドメインを含みます。,サブユニット:単一鎖75 kDaフォーム（V75）と、ジスルフィド結合で一緒に保持された2つの鎖（65 kDaおよび10 kDa）（V65+V10）で構成されるクリップされたフォームの2つの形式で存在します。 SERPINE1/PAI1およびインスリンと相互作用する。,組織特異性:血漿。,
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	Vitronectin 抗体を使用した 293 細胞溶解液のウエスタン ブロット分析。

